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Thesematerialsinclude:-

>Presskitforyoutosendtoyourmediaincluding:-
1. PresslettertofmnounceestablishmentofWorldAsthmaDav

守

2. Pressbackgrounde,-containingdetailsoftheorganisersofWorld
AsthmaDay

>Supporterspacktosendtocontactsinyourcountry,eg,hospitals,
professionalorganisationsandpatientsupportgroups.Thekit
includeS:-

1.AletterencouragingthemtoparticipateinWorldAsthmaDay
2. Listofideasfo,･ fIctivitiestos,ipport/publiciseWorldAsthmaDay
3. Bromides(artworkthatisreadyforuse)oftheWorldAsthma
Daylogo

4． Afeedbackform,toenableyoutotracktheirparticipation
>Letterhead(pleasenotetl,einstructionsforusewithintheguidelines
document)

>Guidelinesonhowtousealloftheabovematerials.

IfyouhavequestionsonthematerialsencIosedpleaSecallKenOhta.
Manythanksforyoursupport!

Warmregards

NickyGarsten
OnbehalfofGINA
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〃/〃を入れてください。 ノ

｢住所を入れてください。 ノ

関係者各位

初めての「WorldAsthmaDay (世界喘息のII) 」が1998年12ﾉ111日に催されることを、

WorldHealthOrganisation (WHO: II1:界保健機関） 、GIobal lnitiativefOrAsthma

(GINA:喘息のためのlll:界的イニシアチブ） 、 EuropeanRcspiratorySociety (ERS:

ヨーロッパ呼吸器協会）が発表したことをお知らせするためにお手紙を差し上げており
ます。

WorldAsthmaDayの目的は、喘息は地球規模での問題だという意識を高めると共に、

科学的な進歩の状況を知らせ、効果的な↑”'1プログラムの実施に-一般の人々と関係当局

に参加を呼びかけることです。

1998年のWorldAsthmaDayは〃cﾉﾉ)OUrC/]//(/re"Brca"]c (我々の子供が息が川来

るように助けよう）をテーマに、 lll界il'で児童の|H1に喘息がきわめて多く、深刻な問題
になっていることを強く訴えます。

WorldAsthmaDayの'三|標の1つには、最良の喘息診断方法について一般に知識を

普及させ、最新の抗炎症作川による治療効果について合議することです。また、年

少者の間に喘息が増えてきている原因や、喘息を予防する道を調べている研究者の
努力にも強く光を当てます。

喘息を効果的に管理するという課題に一般の人々や関係当局の参画を進めるため、

WorldAsthmaDayの主催者は、 5大陳にまたがる50余の団体と協力しています。 「侍

様の国のWoIjdAsthmaDayのイベント情報が発表できるまでに準備ができていまし

たら、それを入れてください。 ノ

12月のこのイベントを支援するために、お力添えいただけますれば幸いです。今

後、WorldAsthmaDayについての情報をお届けしてまいりますが、その間、お問い

合わせなどございましたら、ご遠慮なくお電話「主要ソサポート連絡先の電話番号

を入れてください」または、ファックス「主要／サポート連絡先のファックス番号

を入れてください」で私までご連絡ください。

どうぞよろしくお願い申しl:げます。

「主要／サポート連幣先の名前を入れてください。 」

~



WorldAsthmaDayに参mlliしている団体

WorldAsthmaDay (世界喘息のII)は、スペインのバルセロナで開かれる初めての

WorldAsthmaMeeting (世界喘息会議）に合わせて、 1998年12月11日に催されま

す。WorldAsthmaDayは、Gﾉobaノ肋/"a"vc /bl･AS"]ma (GINA)とEuropea"

Resp/raro'ySociety(ERS)が発起団体となり、Wor/dHeaﾉ"10Iganisat/oI](WHO)、

USⅣα"o"αノHEα〃〃"19α"。〃/oodノ"s"""e(NHLBI)、Amer/ca"AcademyofA"ergy

Asthma&Immunoﾉogy(AAAAI)、Amer/canThOracjcSociely(ATS)、 Intema"onaノ

UniO"agamSrTUberCu/oS/S&Lu"gD/SCaSC， EUropcaIIAcademyofA"cIgoﾉogy&

qmica"mmunoﾉogy(EAACI)、およびAmer/caI]Co//egeofα】estPhysjcjans(ACCP)

の共同後援で開かれるものです。

喘息のための世界的イニGlobal InitiativeforAsthma (GINA

シアチブ）

GINAは、 l喘息とその管理法についての新しい科学情報を11t界111の医師、看護婦、

患者に広めることにより、喘息の治療水準を高めることを目的にしています。 この

活動は、 1992年、USNationalHeartLungandBIoodlnStitute (NHLBI :アメリカ心

臓・肺臓・血液国立研究所） とWHOが共|司で、喘息による疾患と死亡を減らすた

めに地球規模で戦略を考える努力を開始したll寺に始まりました。

GINAは、在ベルギー、ゲントの大学病院のロメン・パウヴェルズ教授が委員長で

す。政策は執行委員会がNHLBI と協力して決定し、喘息の管理法の科学的進歩を

モニターし、実践の指針を提供する仕事は、NHLBIのScienceBaseCommittee (科

学基盤委員会）が行っています。

TheEuroDeanRcsDiratorySociety (ERS:ヨーロッパ呼吸器協

会1

ERSは世界中から集まった、呼吸器官の分野を専門とする科学者、研究者、医師な

ど4千300人余の団体です。 メンバーは、 ERSの特別委員会やワークショップ、研究

プロジェクトを主宰することにより協会の目的に積極的に参加しています。 メンバー

の研究報告用機関誌を2種類発行し、呼吸器官関係の臨床・実験で最良の成果を発表

する機会を提供。また、 メンバー間で情報交換ができるよう種々の科学的な集まり

を主催すると共に、数々の医療関係の会議を後援しています。今年のERSの会長は、

ドイツのロバート ・ロデンケンパー教授です。

~~

(次頁に続く）
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ThGWorldHcalthOrganisaUQn_LLHO:世堤1塁礎機関L

鰯~ 《騏蜑蝋鯆霞矧獺惑産搬
WHOの規定に定義されているように、単に疾病や機能障害のない状態というのみ
ならず、身体的、精神的、社会的に完全に満足のいく状態を表わします。WHOの
現在の事務局長は、グロー・ハーレム・ブルントランド博士です。

TheNationalHeartLungandBIoodlnstitutc (NHLBI :心臓一二
肺臓・血液国立研究所）

心臓．肺臓．血液国立研究所、国立保健研究所は、アメリカの保健社会福祉省の1
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1'I"h",:""an Acade皿v Of AllCIgY－△sthma & ImmunQlQgX

､|,!"i』 '1入『:ｱえ_ﾘｰｶ､ｱﾚﾙｷｰ､喘息_免疫堂堂会L
は、アレルギー．喘息・免疫学の知識と実践を進歩させることを目指す国

_ FaX: 、

、 ~‘ ‘ ､畠療専門家からなる特別組織で､アレルギー専門家､臨床免疫学者、および
= IO1川‘ﾙﾘ剛; ~ 息i保健専門家と､ｱﾚﾙｷｰに関心をもつその他の医師を代表し､ メンバー； 、 ~

人余にのぼります。事務担当副会長はリック・アイバー氏です。e-mail:

resUlts@msip｢.CD.uk
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ATSは、呼吸器官と危篤状態の医療に重点をおく国際的な専門家と科学者の学会で
す。研究・教育・患者の介護・支援活動を通じて呼吸器疾患を予防または治療・撲
滅しようとするメンバー1万2千500人からなり、呼吸器機能障害や生命にかかわる急
性の疾病による死亡を減らすことを目指しています。会長はエドワード･R･ブロッ
ク医師です。

(次頁に続く）
~
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culosis&LungDjseaSC

疾患に会の保健問題と共に結核と肺臓

関するあらゆる面の情報を収集し、広めています。WHOや、保健問題を扱う他の
国際団体・機関と緊密な関係を維持しています。事務局長は在パリのニル・ビロ博
士です。

TheEuropCanAcademy__OfAllcrgolQ且工とClinical lmmunOlogy~
(EAACI : ョ一ロッパ、アレルギー三学_二臨匪免疫堂堂会L
~

FAA(~11は、 ヨーロッパ各国の学会30と、学者・研究者・臨床家1千500人余からなる
'白 ~ ! :’協会は基礎的・臨床的研究を椛進し、科学情報を収集・流布すると共に、
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Bucki叩ham ,

Palace ，

時 蝋競
~1万5千人の会員は、肺臓学・心臓学・胸郭外科医学・喘息・免疫学・危篤
j児医学など胸部医療に関わる全ての領域から集まっています。 1935年創立
妹的胸部医療での教育の改善に尽くしています｡ACCPの今年の会長は、
;, ．マックフリー博士です。
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/劣肋を入れてください。 ノ

〃i所を入れてください。 ‐／

｢日付を入れてください。 」

｢なまえ-/殿

WORLDASTHMADAY (l1t界I喘息の日) 1998年12月11日

1998年、GIobal lniliativefOrAsthma (GINA:喘息のためのlll:界的イニシアチブ）

およびEur()pcan Rcspirai()ry Socicty (ERS:ヨーロッパ呼吸器疾患学会）は、

WorldHealthOrganisation (WHO:世界保健機関）のために、初のWorldAsthma

Dayを主宰します。WoI-ldAsIhmaDayは、スペインのバルセロナで開かれる世界

喘息会議を機に初めて開催され、その後も毎年の行事となります。

WorldAsthmaDayの|斗的は、喘息が地球規模での健康問題だという意識を高める

こと、科学的な進歩の状況を知らせること、効果的な符]111プログラムの実施に般

の人々と関係当局に参加をl1vびかけることです。 1998年のWorldAsthmaDayは、

世界I IIで児童の問に喘息がきわめて多く、深刻な問題になっているという認識のも

とに、He/pOurCﾉ1"drcnBrea〃】e峨々の子供が息ができるように助けよう）

をテーマに据えます。

地域的なイベントをi壬'幸することにより、W()TI(IAsthma l)ayへの意識を高めるた

めにご脇ﾉJいただけるかどうかを伺うために、お手紙を差し11げております。ご考

慮いただく一助として、以下のものを添付いたしました。

u"WorldAsthmaDayの支援／広報のためのアイデアのリスト

●アイデアのリストは指針としてのみ挙げてあります。皆様の地域社会で喘

息問題にうまく関心を引き付けられるようなイベントは、すべて考慮の対

象になります。 リストに含まれるアイデアには募金の性格をもったものも

ありますが、 これは地域ﾈI会のための募金イベントで、WorldAsthmaDay

の主催肴は、募金を' '1央での基金として受け取るつもりはありません。

I
~~



I疎~Wol-ldAslhmaDayのロゴのブロマイドプリント （そのままごﾎl1川になれるアー

トワーク）

●ブロマイドをご利川になれば、特様の地域のイベントを支援するために、

WorldAsthmaDayのシンボルマークをつけた資料が印刷できます。

0諏皆様の参〃llイベント詳細のご記入のためのフィードバック川紙

●皆様の企mされるイベントの詳細と仮のI I ll寺をぜひお教えいただきたく思

います。別添のフィードバック川紙にご記入の上、 ファックス「ファック

ス番号を入れてくださいノまたは郵便「住所を入れてくださいJで、私宛

にご送付ください。

（ 「アイデアのリスト」で例示したような）地域レベルでのイベントを組織するこ

とによりWorldAsthmaDayにご参加いただけるかどうかをお知らせくだされば幸

いです。また、何か疑|H1の点がおありの場合は、ご遠慮なく私にお電話で「電話番

号を入れてくださいJご連絡ください。

涛様のご支援に前もってお礼をll'し｜堂げます。

ご清祥をお祈りI11し’三げます。

｢=i曽要///支援述絲先の氏劣を入れてくださいノ

~



WORLDASTHMADAY- 1998{1i12ﾉ]11日

地域参加者の詳細

|､1l体の詳細

|､11体糸

連絡先

役職端

ｲ1；所： 寵話：

フ､)〃ツクス

電子メール

w()l･ldAs(11111fl l)(lyを文腱するために、私の地域で以|<のイベン|､を企i'l'iします。 （イベン

トのl l時も記入してください) :

●■●■口■■●■勺■ ■ ■P5■旬 ｡q○口 ■■■ ｡■■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■‐叩 PP■｡■ ■●■ 0 ggg ●■■●■ ■ ●■ ■ ● ■■① ■■■ ■■ ■ ■■■ ■ ■｡● ●凸｡ Q ●4■●■■ ■ ■P

■●■e■■●■go■凸■ ■■■ ■■■勺 ■■■gqc甲一■■ ■●■■ q 口●●■■■●■●凸①4■■■ ■ ■■曲 ■■■ ■■ P■●■■●■●●■■巳●●●●●■■①■■■ ■■■■ 申■■ U ■●■●①■｡●●■■●■●｡｡B●凸■■■ 凸●■■ ■■■甲●■｡e●●

~~~~~ ~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~~~~~ ~~~ ~ ~~~ ~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~ ~~~~~

■巴■｡■■甲■●申●や■■■■■ ■●口■口■■‐■■■ ○凸■‐■■叩①■●■e● ■■① ■■■ ■●●● ■●｡C■●● ｡■■●■●●●●■■■ ■｡■口■b白 色■■■ ■■■｡■■口■ 申■■①寺①｡■■■●寺①e■勺■◆■●●■●●

4■●■ ｡●■■令■●●●①■●叩や■■■ ■P■●●■● ｡■●●■■ ■■●e■■甲■ ■●■ P■勺■■●■■●｡■●■●■●■■● ｡■●■●●｡■ ｡●■■ ■●■●｡■ ■ ｡●■■■■■ ■■■■4■－■■■■■ ■■旬■◆■■■ ■■■凸

~ ~ ~ ~ ~

~~~

■④■●■■■｡●■｡●■■●｡｡｡■｡■●■｡①●■ ■守■●■｡■■①①■①■寺◆凸■●●｡■●●■●●■■●■ ●■●●■ ■･● ●●■●■ ■■●■●■●●●｡｡●凸■｡｡ ●◆■●■●甲｡●●●■q■■CQ◆■●q●｡■■｡■■｡■｡●勺■■■■①句｡■

｡■。■■ gCq勺①■■●｡■■■●a■■ ■■口■ ■q勺｡ ■申■■ ■守勺一宇勺C■■勺■口■ ■●①勺弔●●C① ■ ■守凸①叩●■ ■■■旬 叩●■●叩一■q ■●旬 ■■Fq｡q■旬 ｡q●■ ●■■■ ■■■ ｡■●●■●■ ●巴■●■■｡■●■■4■ ■｡■~ ~

~ ~ ~ ~ ~ ~

この川紙に記入し、 （推理／支援連絡先のファックス番号を入れてください）の

（主要／支援連絡先を入れてください）にファックスで、または、

（主要／支援連絡先の住所を入れてください）に郵便でお送りください。

ご協ﾉﾉありがとうございました。



WorldAsthmaDayを支援する方法

患者を支援するグループで活動なさっている場合

●喘息にかかっている地域のr･供達と一木杵楽器や余特楽器を使って一World

AsthmaDay記念コンサートを開く※

●地域の小･ !|!学生達にWoI'ldAsthmal)ay記念の「息を絵にしてみよう」コンテ

ストに応募するようすすめる－このコンテストでは、 もし息が見えるとしたら、

どんなふうに兄えるかを表現してl,','iいてみるように、 「-供述を脂禅する

●地域の公園でWorldAsthmaDayを記念してシャボン玉をとばすイベントをもつ

●WorldAsthmaDayに、名の知られた陸j急／水泳競技の選手を招いて、募金集め

の競争／長距離水泳をする※

●喘息にかかっている地域の子供達が書いた話をまとめて、子供向けの本に作る※

●患者や健康符即専|洲1家に、W()1･I(IAsthmfl l):1yの飛狸'ﾄ'2を瞼調する千紙を厚2k大

臣に書くようすすめる

医師／看護婦の仕事をなさっている場合

●WorldAsthmaDayに、勤め先の病院／診療所でオープンデーを開き、喘息にか

かっている子供達のメッセージをつけた風船をとばす※

●WorldAsthmaDayに先だって、学校を訪問し、喘息と、 ｜喘息に襲われた時の対

応の仕方について子供達に教える

●勤め先の診療所／病院で子供達が喘息の特徴を楽しみながら学べるような漫画を

工夫して作る

●喘息検査の相談IIを設け、無料で子供達を検診する

●喘息についての情報と治療法を、インターネットなどの情報源と一緒にまとめて、

勤め先の診療所／病院のホームページに掲示する

~

※募金涌動にできるイベントを示しています
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